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 要  旨 
  屋外石油タンクの腐食損傷による危険物の漏洩は大規模火災や環境汚染など
の原因となるため，腐食の進行をモニタする技術の開発が望まれており，近年で
はアコースティック・エミッション（以下，AEと呼ぶ) 法が注目されている．
  そこで本研究では，屋外石油タンクにおいて腐食によるAEを検出するととも
に，ニューラルネットワーク(以下，NNと呼ぶ)を利用して腐食部位の位置標定
技術を確立することを目標とした．これまで本研究グループでは，水を張った実
機石油タンクで，シャープペンシルの芯の圧折を擬似AEとしたとき，AEを検出
し，NNによる位置標定が可能なことを示してきた．そこで，水中理論音速をNN
の学習データとして用いることの妥当性を確認するため，実際に実タンク底板上
で発生させた擬似AEによる位置標定結果と，水中理論音速による位置標定結果
を比較した．次に，実機タンク底板上に堆積するスラッジが位置標定に及ぼす影
響を調べるための実験を行なった．さらに，実機タンク内で腐食の進行した試験
片（鋼板）に曲げ負荷を加えAEを発生させ，その位置標定を行なった．また，
タンク底板で起こる腐食ピットを想定し，板材に人為的に設けた3種類のピット
穴の底で，硬さの異なる3種類のシャープペンシルの芯を圧折し，得られたAEか
ら位置標定が可能かを調べた．最後に，腐食を想定した深さの異なるピット底で
芯を圧折することにより解放されるエネルギが，表面に到達するエネルギの大き
さの違いを，実験とシミュレーション(FEM)から調べた．  
その結果，以下の結論を得た．  
 
1. 芯の圧折で鋼板を伝播するAE波は5.5 mが到達限界のため，7 m以上ある実機
タンクでは，AEは水中を伝播してセンサに到達している．学習データに擬似
AEを用いた場合と，理論値を用いた場合とで標定結果にほとんど差がなかっ
たことから，理論値を用いることでタンク開放検査の費用が削減できる．  
 
2. タンク底板上のスラッジの有無は位置標定精度に影響を与えない．  
 
3. 腐食AEを実タンク実験により検出し，位置標定した結果，標定平均誤差が13.3
～  32.51 %となったが，環境ノイズ等の影響が誤差に繋がったと考えられる．
 
4. 腐食ピットと芯の硬さの関係において，位置標定精度はピットの深さ，芯の
硬さに依存しない．また，腐食により表面に到達するエネルギの大きさは，
実験結果，FEM結果とも同様な傾向を示し，1 mmと5 mmでは約1桁変化した．
 
